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研究の実際-1 

２ 研究の実際                                   

（1) 文献等による研究 

 ア 学習指導要領改訂の方向性 

平成 28年 12月、中央教育審議会答申において、中学校美術科における成果と課題を受けて改訂の

具体的な方向性について次のように示されました(1)。 

・感性や想像力等を豊かに働かせて、表現したり鑑賞したりする資質・能力を相互に関連させながら

育成できるように、内容の改善を図る。 

・生活を美しく豊かにする造形や美術の働き、美術文化についての理解を深める学習の充実を図る。 

 美術科の授業において、生徒は自分の感性や想像力等を働かせて、発想や構想の能力、創造的な技

能を身に付けていきます。そのためには、形や色彩などの特徴を捉え、イメージなどを幅広く持つこ

とが大切であり、思考・判断したことを基に表現したり鑑賞したりする資質・能力を相互に関連させ

ながら主体的に学習することが大切だと考えます。このことを踏まえ、感性や想像力を働かせ、造形

的な視点を豊かに持ち、生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わることができるような資質・

能力を育成することが一層重視されることとなりました。 

イ 鑑賞領域の改善 

新学習指導要領では、「Ｂ鑑賞」の内容が、アの「美術作品など」に関する事項と、イの「美術の

働きや美術文化」に関する事項に分けて示されることとなり、「Ａ表現」との関連を図り、特に発想

や構想に関する資質・能力と鑑賞に関する資質・能力とを総合的に働かせて「思考力、判断力、表

現力等」を育成することが重視されるようになりました。  

ウ 「造形的な見方・考え方」について 

 美術科の授業では、対象や事象を豊かな感性や想像力で捉えることが大切です。新中学校学習指

導要領解説美術編には、造形的な見方・考え方について、以下のように示されています(2)。 

 

 

 

 

美術作品を鑑賞する際においても、感性や想像力を働かせ、造形的な視点を豊かに持って対象や事

象を捉えることは、〔共通事項〕に示されている形や色彩、材料や光に着目して、その働きを捉えた

り、作品全体の造形的な特徴からイメージを捉えたりする際の視点といえます。 

エ 〔共通事項〕の考え方について 

  中学校美術科の授業では、〔共通事項〕を造形的な視点を豊かにするために必要な知識として位置

付けられています。しかしながら、これらは教師が教え込むものではなく、生徒が実感を伴って理

解していくことが大切であり、新たな学習過程を経験することを通して再構築されていくことが重

要であると考えます。 

  新中学校学習指導要領では、〔共通事項〕が以下のように示されています（3）。 

 

 

      

 

「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解すること。 

イ 造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解すること。 

造形的な見方・考え方とは、美術科の特質に応じた物事を捉える視点や考え方として、表現及び鑑賞の活動を通

して、よさや美しさなどの価値や心情などを感じ取る力である感性や、想像力を働かせ、対象や事象を、造形的

な視点で捉え、自分としての意味や価値をつくりだすことが考えられる。             



平成 29年度 佐賀県教育センター 中学校美術科教育 

研究の実際-2 

〔共通事項〕の指導を通して造形的な視点を豊かに育てていくことが大切です。そのためには、鑑

賞活動で感じたことを〔共通事項〕に示されている内容を活用させ、他者との対話を通して交流させ

ることで、多様な造形的な視点があることに気付かせることが大切であると考えます。 

 オ ＶＴＳの考え方 

 ＶＴＳ（ビジュアル・シンキング・ストラテジーズ）とは、アメリカニューヨークの近代美術館（Ｍ

oＭＡ）がギャラリートークで示した考えを基にした考え方です。この考え方では、作品の解釈や知

識を提供するような解説をせずに、『作品の中でどんな出来事が起きていますか』という問い掛けか

ら鑑賞の時間が始まり、鑑賞者は次々に意見を述べながら作品の主題に迫っていきます。作品と鑑賞

者とのコミュニケーションを通じた関係によって意味が付加されていきます。 

 「美術鑑賞経験の少ない小中学生に対しての指導法として、まずは、美術作品を見せ、その印象を

物語として語らせます。次にその発言を肯定的に認めつつ、より普遍的な言葉に導いていくことが有

効的だと考えられます。ＶＴＳの理論では、生徒が自分の考えを持つことが重要とされます。自分の

考えを持たせるために、教師は３つの発問を行います。１つ目は『作品の中でどんな出来事が起きて

いますか』、２つ目は『なぜそう思いましたか』、そして３つ目は『新しい発見はありませんか』で

す。」(4)生徒が自分自身に自問自答しながら鑑賞活動を行うようにし、更に対話をすることで、お互

いの考えを共有し、批評し合うことを通して、自らの考えを深めていくような学習を展開します。そ

うすれば、生徒は造形的な見方・考え方を働かせて、考えたことや感じたことを説明することができ

るようになっていきます。造形的な見方・考え方を働かせることで、生徒の資質・能力の育成につな

がっていくと考えられます。 

（2) 実態調査                                                   

中学校第２学年の生徒 34 名を対象に、日本美術への関心や作品の見方についての実態調査を行い

ました（実施日：平成 29年７月 14日）。資料１は、その結果を表しています。 

 〇日本の伝統的な美術への 

  関心について 

   

   

   

   

 

 〇日本の伝統的な美術作品「唐獅子図屏風（狩野永徳）」の見方について  

平面の絵画として鑑賞した場合 屏風として折り目を付けて鑑賞した場合（複数回答可） 

ア 色について 金箔絢爛豪華 3%（  1名） 光が当たり、華やかに見えた 3%（ 1名） 

金箔の色がすごい 

イ 描かれている 

    獅子について 

歩いている   76%（ 26名） 

じゃれている 20%（  ７名） 

前足が飛び出て見えた    18%（ 6名） 

二匹の動物の目が合った  15%（ 5名） 

二匹の動物が話している  26%（ 9名） 

   立体的に感じている    88%（ 30名） 

画面の躍動感を感じている  65%（ 22名） 

資料１ 日本美術への関心や作品の見方についての実態調査結果 

 (3) 本研究における考え方や取り入れる具体的な手立て 

ＶＴＳの考え方と実態調査の結果から、立体的イメージを持たせ、比較鑑賞活動を取り入れ、感じた

ことを対話活動で交流させることで、生徒の日本美術への見方や感じ方が深まると考え、具体的には、

とても興味がある

3%

興味がある

9%

興味がない

65%

まったく興味がない

23%

とても興味

がある
興味がある

興味がない

まったく興

味がない
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次のア、イのような手立てを取り入れました。 

 ア  ＶＴＳの考え方を基にした対話活動 

(ｱ)  ＶＴＳの活用方法 

 ３つの発問を通して生徒が感じたことを明らかにしていきます。作品の説明をし過ぎないことが

大切です。また、生徒の意見に対し、表情やうなずきで肯定しつつ、そう感じた根拠を探させるこ

とが重要だと考えます。提示する作品は生徒の発達の段階に応じて選ぶ必要があります。 

(ｲ)  ＶＴＳの理論と対話活動を取り入れた鑑賞 

 ３つの発問から、生徒が自分の考え方を持つことができるような鑑賞を目指して、生徒同士が対

話をすることで、お互いの考えを共有し、批評し合うことができるようにします(以下の①②③)。 

 

 

 

 

 

  対話活動を取り入れた鑑賞の授業では、生徒が美術作品からどのように感じ、どの部分を見てそ

う感じたのかを明らかにしていきます。さらに、経験、知識、〔共通事項〕と結び付けて、自分の

思いや考えを伝え合うことで、自分の思いや考えの根拠が分かり、鑑賞活動が深まると考えます。 

 イ 比較鑑賞活動 

 岐阜大学教育学部の野村幸弘は、著書「鑑賞教育に力を入れよう！」において、作品を比較して鑑

賞する効果を以下のように述べています(5)。 

 ｢作品を比較することは、かならずしも両者に出来不出来、良し悪し、優劣をつけるためではない。

むしろだいじなのは、二つの作品それぞれの良さや特徴を際立たせることにある。･･････そのプロセ

スをていねいに見ていくことが、次の鑑賞の授業へとつながっていくのだと思う。｣ 

 本研究では、作品のよさや特徴を際立たせるために、二つの日本美術作品を比較させたり、１つの

作品を平面な見方と立体的な見方で比較させたりしました。比較鑑賞する作品は、文化やイメージで

時代を捉えやすくするために、同時代か近い時代の作品を考えました。狩野派の作品を調べる中で、

長谷川等伯の作品が同時代の作品にも関わらず、共通する部分が少なく、比較させる上でもはっきり

と違いが見えることが分かりましたので、「檜図屏風」と「松林図屏風」を比較鑑賞する作品として選

びました。また、最初は平面的な見方で鑑賞させ、その後立体的な見方で鑑賞を行い、その違いにつ

いて考えさせました。それぞれの作者のことについては触れずに、それぞれの作品を比較鑑賞し、作

品の表現のよさに気付くことをねらって授業実践を行いました。 

(4) 授業実践 （題材名「屏風絵の世界～２つの作品を比較してみよう～」） 

  ア 題材の評価規準（２時間の題材であるので、そのまま学習に即した評価規準として位置付ける） 

美術への関心・意欲・態度 鑑賞の能力 

①  屏風絵の形、色彩や用途などの特徴や印象、本質的

なよさや美しさ、作者の心情や意図と創造的な表現の

工夫などに関心を持ち、主体的に感じ取ろうとしてい

る。 

② 日本の伝統的な美術作品である屏風絵の特徴や表現

方法について関心を持ち、主体的に日本の美術や伝統

と文化などを理解しようとしている。   

① 日本の伝統的な美術作品である屏風絵の形、色彩や

用途などの特徴や印象などから全体の感じ、本質的な

よさや美しさ、作者の心情や意図と創造的な表現の工 

夫を感じ取り、自分の価値意識を持って味わっている。 

② ２つの作品を比較しながら、屏風絵の特質を捉え、

日本の美術や伝統と文化のよさなどを味わい、理解し

ている。 

 

①  美術作品から、どのように感じたのか、「なぜそう思うのか」を自分自身に問い掛けるようにする。 

②  生徒同士で対話を行い、感じ方の根拠を考え、批評し合う。 

③  美術作品に再び向き合うことで、感じ方を深める。 

            ＊①〜③の中で、教師は美術作品の知識、歴史的価値については触れない。 



平成 29年度 佐賀県教育センター 中学校美術科教育 

研究の実際-4 

イ 題材の指導計画と評価規準（全２時間） 

過程 学習活動 教師の指導・支援 
学習活動に即した評価規準 

【評価方法】 

１
時
目
（
日
本
美
術
と
の
出
会
い
） 

１ 日本の伝統的な美術作  

 品と出会う。 

  

 

２ 鑑賞資料の折り曲げを行

い、平面の時との違いを体験

する。 

 

３ 「檜図屏風」の部分図か

ら、何が描かれているかを読

み取る。 

◯日本の伝統的な美術作品について、

その特徴や美しさを感じ取らせるた

めに、「唐獅子図屏風」を平面の作品と

して取り上げる。 

◯鑑賞資料を使い、屏風絵本来の折り

曲げ方を体験させ、平面の時との違

いを比べることができるよう に

する。 

◯実際の大きさを感じ取らせるために

「檜図屏風」の拡大図を用意する。 

関① 
 屏風絵の形、色彩や用途など

の特徴や印象、本質的なよさや

美しさ、作者の心情や意図と創

造的な表現の工夫などに関心を

持ち、主体的に感じ取ろうとし

ている。 

【活動の様子、発言内容】 

鑑① 
 屏風絵の特質を捉え、形、色

彩などの特徴や印象などから全

体の感じから、本質的なよさや

美しさ、を感じ取り、自分の価

値意識を持って味わっている。

（第１時、第２時を通して評価

する。） 

２
時
目
（
本
時
） 

１ 「檜図屏風」と「松林図屏

風」を比較し、形や色彩につ

いて違いを鑑賞する。 

 

◯「檜図屏風」と「松林図屏風」を比

較して、形や色彩について理解させ

るために、電子黒板に作品を提示し

て確認する。 

鑑② 
 ２つの作品を比較しながら、

屏風絵の特質を捉え、日本の美

術や伝統と文化のよさなどを味

わい理解している。 

【活動の様子、発言内容・ワーク

シート】 

関② 
 日本の伝統的な美術作品であ

る屏風絵の特徴や表現方法につ

いて関心を持ち、主体的に日本

の美術や伝統と文化などを理解

しようとしている。 

【活動の様子、発言内容・ワー

クシート】 

 

２ グループで対話活動をし、

感じたことについて根拠を発

表する。 

  

 
 
 
 
３ どのような時代に描かれた

作品であるかを全体の印象か

ら考える。 

◯対話活動では、根拠を明確にし、的

確に理解し、広い視点から感じ取ら

せるために、自分の言葉で表現する

ように促す。 

◯「松林図屏風」の表現の工夫につい

ての見方や感じ方を深めさせるため

に、生徒が感じたことの根拠を求め

る発問をする。 

◯日本美術の歴史的・概括的な捉え方

をさせ、作品の全体の印象から考え

ることができるようにする。 

◯日本美術の歴史的・概括的な捉え方

から鑑賞の深まりを感じさせる。 

 

ウ 表１は題材において行った主な発問の一覧です。（エ）～（カ）の発問は、ＶＴＳの考え方を基に

した発問です。 

  ＶＴＳの考え方を基にした発問をする前に、３つの発問（ア）～（ウ）を加えました。そのことに

よって、生徒が鑑賞活動で感じたことを他者との対話を通して交流し、多様な造形的な視点がある

ことを知るきっかけづくりができます。1時目（日本美術との出会い）に行いました。 

表１ 題材において行った主な発問の一覧 

 

 

 

 

 

 

 

（ア） この作品には、何が描かれていますか 

（イ） この作品は、何時頃を描いていますか 

（ウ） この作品は、どのくらいの大きさでしょうか 

（エ） どのようなことが起きていますか 

（オ） なぜそう考えましたか 

（カ） 新しい発見はありますか 

ＶＴＳの考え方を

基にした発問 

どうして

かな？ 
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エ 本時（２／２時目）の展開  ※作品Ａ「檜図屏風」（狩野永徳） 作品Ｂ「松林図屏風」（長谷川等伯） 

過程 学習活動（生徒の発言…   ） 教師の指導・支援（◯）（ＶＴＳの考えを基にした発問…  ） 
評価
規準 

導
入
（
作
品
と
の
出
合
い
） 

全体 

１ 前時の屏風絵の見方を振り返り、日

本の美術について学級の感想を知る。 

２ 作品Ｂを見て、本時の内容に関連し

て教師とやり取りを行い、めあてを確

認する。 

 

 

 

 

◯生徒が、作品の色や大きさを実感することが

できるように、電子黒板で提示した。 

◯生徒が作品Ｂから感じたことを聞き出しなが

ら、本時のめあてにつなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開
（
見
比
べ
る
） 

個 

３ 作品Ｂと作品Ａを比較し、形や色彩

から気付いたことについて比較し、第

一印象を書き留める。 

 

 

 

 

 

 

 

・Ａは豪華、Ｂは地味。 

・Ａは力強い。Ｂはやせて細い。 

・Ａは線が太く、力強い。 

・Ｂは線が細く弱々しい。 
 

４  

◯作品Ｂを作品Ａと比較させ、気付いたことや

疑問を持つことができるように、形や色彩に

注目させるようにした。 

◯２つの作品に描かれている木の違いが分かる

ように、電子黒板で拡大して表示した。 

◯見方や感じ方の大切さを理解することができ

るように、季節や時間の捉え方には個人差が

あることを助言した。 
 

◯作品Ｂが描かれている場面を考えることがで

きるように、発問①を行った。 

 

鑑
①
（
前
時
か
ら
引
き
続
き
評
価
） 

 
 

           

４ 自分が感じたことの根拠を絵の中

から考え、ワークシートに記入する。 

 

・力強い檜、金箔から、豪華だと感じた。 

・やせて細い松や墨の色から、地味だと感じ

た。 

 

 

 

  

 

５ なぜ、そう見えるのか、なぜそう感

じるのかを考える。 

・屏風絵本来の折り曲げ方を体験し、

平面の時との違いを見比べる。 

 

・描かれている物の形や描かれている物の色彩

に注目させるようにした。 

・霧や空間から考えさせるようにした。（根拠を

考えながら作品を見る） 

・立体的なイメージを持つことができるように

作品を折り曲げて鑑賞する。 

  

 

めあて ｢作品から感じたことを、自分の言葉で表現しよう。｣ 

 

・Ｂは風が吹いているみたい。動いているみたい。 

・Ｂは霧がかかっている。朝、早いみたい。 

発問①｢この作品Ｂの中でどのようなこと

が起きていますか｣  

屏風絵はこんな風

に見えるんだ。 

本物！？ 
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展 

開
（
根
拠
を
考
え
る
） 

Ｇ 

６ グループで話し合う。（対話活動） 

 リーダーが中心になって、作品Ｂ

について、それぞれの意見を交換

する。 

 

 

 

 

 

◯リーダーに以下のことをグループの話合いで

質問するように伝えた。 

 ・作品の中で起きていること 

・作品の印象 

・感じ方の根拠 

 

 

関
② 

 

全体 

７ グループの意見をリーダーが発表

する。 

８ グループの話合いから、新しい考え

がないか振り返る。  

 

○全体で、グループの意見を共有することがで

きるように、グループのリーダーに発表させ

た。 

 

 

ま
と
め
（
振
り
返
る
） 

個 

９ 本時の振り返りをワークシートに

記入する。 

10 自分の感じ方がどのように変わっ

たのかを振り返って書く。 

 

 

○２つの作品を比較しながら捉えた屏風絵の特

質を踏まえて、当時の人々にとって、屏風絵

がどのような存在（価値）を持っていたのか

を考えさせた。 

○自分自身の感じ方がどのように変わったのか

を振り返ることができるように前時までのワ

ークシートと比べて読むように伝えた。 

鑑
② 

 

(5) 授業実践における手立ての有効性についての考察 

ア 生徒のワークシートの記述の変容から 

   授業実践における手立ての有効性を見取るために、生徒のワークシートの記述を分析しました。表３

は、表２を基に評価した結果を示したものです。 

表２ ワークシートの記述の判断基準 

 判断する目安 記述例 

Ａ 形や色彩などの性質を感じ取り、感情の記述をしている。 
・シンプルの中に奥行きがあり、引  
 き込まれる。 
・静かな音のない寂しい風景。 

Ｂ 形や色彩などからの性質のみを記述している。 ・木が細い。・色がない。 

 

 

表３ ワークシートの記述の変容 

 

 

 

 

山が見える

よ！ 

 

どこに？ 

あ！ここだ！ 

 

発問③「新しい発見はありませんか」 

 

発問② ｢なぜ、そう考えましたか｣ 

 

抽出生徒 A 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
第一印象 色 色 霧 欠 色 色 木 地味 色 木 シンプル 色 木 色 シンプル 色 色 霧
評価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ

まとめ 霧
中国の

木

霧がか

かる朝の

風景
欠

霧雨の

降る森

霧の中

の山

霧の中

の木
早朝 朝の霧

雨が降

った後の

風景

中国の

木

朝早くの

山

雨上がり

の木
山の中 木

霧の中

の木

豪雨翌

日の早

朝

霧がか

かった木

よさに気付く
（感想） ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

評価 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ
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19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35
第一印象 色 木 霧 色 霧 色 色 霧 色 木 寂しい 色 霧 欠 木 木 木
評価 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

まとめ
霧の中

の木

山の中

の朝

山の朝

の風景

霧がか

かった朝

の山

きりのか

かった朝

霧が降る

朝
林

霧の中に

ある木
小さな林 霧の中の木

中国の

木

霧のか

かった木

霧に包ま

れた山 欠
山に消え

る木

山の奥

の木
朝の霧

よさに気付く
（感想）

◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯

評価 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ

 ◯生徒Ｃ：霧が掛かっているように感じた。  

      なぜ ⇒ 白い何もないところから。 

           なぜ ⇒ 白い所に木があるのに、見えなくなっているように感じたから。 

 ◯生徒Ｄ：遠くと近くがはっきりしている。 

           なぜ ⇒ 遠くの木がぼんやり描いてあるから。  なぜ⇒ 雲が掛かってきている。 

           なぜ ⇒  雨がたくさん降って木の枝が垂れ下がっている。 

           なぜ ⇒ 悲しい気持ちになった。水墨画（中国）みたいな絵みたいだ。 

 ◯生徒Ｂ：木が一本だけ傾いている。寂しい。  

      なぜ  ⇒ 遠くと近くの木がはっきり分かる。 

       なぜ  ⇒ 雪山の木のように見える  

      なぜ  ⇒  折り目を付けたときに奥行きがだんだんと増す。 

      なぜ  ⇒ 傾いた木が山の奥に導いているようだ。 

           なぜ  ⇒ Ｄさんのように悲しい気持ちになる。細い葉の一枚一枚が、雪が降っているように見える。      

 ◯生徒Ａ：霧の中みたい。 

      なぜ  ⇒ 雨が降っている（うすく白く見えるから）。 

      なぜ  ⇒  中国っぽい（木々が細いから）。 

           なぜ  ⇒  水墨画みたいな絵。静かな感じがして、落ち着く。                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

第一印象の段階では、形や色彩からの性質を感じ取り、感情の記述をしている生徒（評価Ａ）は 12％ 

（４人）でした。対話活動を通して自分の見方や感じ方の根拠を考えた後では、32％(11人)の生徒が作品

のよさに気付き、感情の記述が見られました。12％の生徒（評価Ａ）は、２つの作品を比較し電子黒板等

で細部を掲示する手立てで、形や色彩などの性質を感じ取り感情豊かな第一印象を持ちました。つまり、

一部の生徒にとっては、２つの作品を比較したことで、それらの作品の違いを明確に感じ取ることができ

ており、それぞれの作品のよさを見て考えるための有効な手立てだったことが分かります。また、対話活

動を取り入れた後に（評価Ａ）の生徒が 32％(11 人)へと増えていることから、作品Ｂを作品Ａと比較さ

せ、気付きや疑問を持つことができるように、〔共通事項〕に着目させるようにしたことで、生徒は形や色

彩に着目して作品を見ており、グループ内の対話活動でのやり取りやワークシートの記述から〔共通事項〕

が生かされていたことが分かりました。２つの作品を比較鑑賞するために〔共通事項〕の視点が、作品の

よさを分かりやすく際立たせることに効果的だったと考えます。 

 

イ 抽出生徒の気付きや考えの変容から 

 (ｱ)  グループ内の対話活動から 

対話活動は、４人グループで行いました。リーダーが「なぜ、そう考えましたか」と問い掛けなが

ら、対話活動を進めていきました。その中の一つのグループを抽出し、生徒Ａ、生徒Ｂに注目しまし

た。資料２は、このグループ内の発言の記録です。    

    ※ なぜ ⇒ グループ内の他の生徒からの問い掛けに対する返答を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

抽出生徒 B 
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資料２ グループ内の発言の記録 

 生徒Ａは第一印象で｢シンプルの中に奥行きを感じる、引き込まれる｣という印象を持ちました。

グループでの対話活動の中で｢霧の中みたい｣だという考えを持ちました。｢なぜそう考えましたか｣

と問われ、「雨が降っているときみたいだったから」、「中国っぽいから」と考え、最後には、「水墨

画みたいな絵。静かな感じがして落ち着く」と記述しています。これは、造形的な見方・考え方を

基に、ＶＴＳの考え方で見方や感じ方の根拠を明らかにしている姿だと考えられます。 

一方、生徒Ｂは、木に注目し｢雪山の中｣だという考えを持ち、グループの中で、「なぜそう考えま

したか」と問われ、折り目を付けて屏風絵を見ていると奥行きを感じることに気付き、（前頁資料２

波線部）、さらに、「雪山で生きようとする木が、そこに描いてある｣と主張しています。これは、造

形的な見方・考え方を基に、ＶＴＳの考え方で見方や感じ方の根拠を明らかにしている姿だと考え

られます。 

(ｲ) ワークシートの記述から 

授業のまとめの段階で、作品Ｂのタイトルを考える活動を取り入れました。タイトルを考えられ

るという活動は、見方や感じ方を端的に表現する上で有効な手立てだと考えます。生徒Ａは｢中国の

木｣というタイトルを付けています。それは、細い木々が墨の濃淡で描かれているからそのように考

えています。｢水墨画みたいな絵｣という対話活動における生徒Ｄの発言から影響を受け、霧に包ま

れているイメージを深めたのではないのかと考えます。生徒には、水墨画が中国の作品であるとい

うイメージが強いことが分かります。 

 生徒Ｂは｢山に消える木｣というタイトルを付けています。｢雪｣という記述は表記されていません

が、最初に感じたことがそのタイトルには込められています（授業後本人に確認）。雪の吹雪く様子

と木々の葉の描写のタッチがそのように見えたようです。 

 以上のことから、折り目を付けて作品を見るという手立てが立体的に作品を捉え、また、ＶＴＳ

の考え方を基にした対話活動の手立てによって、生徒が作品から考えたことや感じたことの根拠が

見方や感じ方を深めることに効果がありました。 

 

以上のア、イから、本研究で取り入れた立体的なイメージを持たせ、比較鑑賞活動を通して見方や感

じ方の根拠についてＶＴＳの考え方を基に対話活動を行わせたことは、生徒に伝統的な屏風絵や障壁画

のよさや美しさを感じ取らせることに効果があったことが分かりました。 

（6）実態調査の結果を基にした手立ての有効性についての考察 

事前調査で日本の伝統的な美術作品に「大変興味がある」、「興味がある」と答えた生徒は合わせて 12％

（４人）でした。この結果を踏まえて、本研究では、題材の中に、ＶＴＳの考え方を基にした対話活動

を取り入れることとしました。その結果、全ての生徒が形や色彩などから得られる性質を記述でき、そ

の中の 32％（11人）の生徒は、｢シンプルな中に奥行きあり、引き込まれる｣｢静かな音のない寂しい風

景｣（下線部は研究者による）など、作品から受ける自分自身の感情についても記述することができてい

ました。このことから、生徒は作品に対する興味を高めて鑑賞することができ、日本の伝統的な作品の

よさについて気付くことができるようになったと考えます。 

 

ＶＴＳの考え方を基にした対話活動を取り入れたことによって、それぞれの生徒が作品の見方や感じ

方についてグループ内で問い掛けを行うようになり、自分の見方や感じ方の根拠を明らかにすることに
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つながっていきました。また、生徒が、自分の見方や感じ方の根拠を発言できる場を設定したことで、 

 

日本の伝統的な美術作品に対する生徒の興味・関心を高めることにつながりました。さらに、伝統的

な屏風絵や障壁画の空間の表現を理解し、〔共通事項〕の視点で作品のよさや美しさを捉え、主体的に鑑

賞できる生徒の育成を目指すものになりました。以上のことから、美術科の鑑賞の授業において、ＶＴ

Ｓの考え方を基にした対話活動を取り入れることは、有効であったと考えます。 
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